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	応用
	抗原情報
	背景
	シスタチンスーパーファミリーは、複数のシスタチン様配列を含むタンパク質を包含する。メンバーの中には活性システインプロテアーゼ阻害剤であるものもあれば、阻害活性を失っているもの、あるいはそもそも阻害活性を獲得していないものもある。このスーパーファミリーには、1型シスタチン（ステフィン）、2型シスタチン、キニノーゲンの3つの阻害ファミリーが含まれる。2型シスタチンタンパク質は、様々なヒトの体液や分泌物中に見られるシステインプロテアーゼ阻害剤の一種であり、保護機能を発揮すると考えられている。20番染色体上のシスタチン遺伝子座には、2型シスタチン遺伝子と擬似遺伝子の大部分が含まれる。この遺伝子はシスタチン遺伝子座に位置し、唾液、涙液、精漿中に高濃度で存在する分泌型チオールプロテアーゼ阻害剤をコードしている。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:チオールプロテアーゼ阻害剤,類似性:シスタチンファミリーに属する,組織特異性:顎下腺と耳下腺でのみ発現する,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CST2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

